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1．は じ め に

1．1 乳酸
乳酸はヨーグルト，チーズ，漬物，日本酒などの発
酵食品や加工食品に多く含まれ，分子式CH3CH（OH）
COOH，モル質量 90.08 g/mol の有機化合物でカルボ
ン酸の 1種である。
乳酸菌は至適 pH（5.0-8.0）や至適温度（25℃- 

37℃）の条件下で乳糖から乳酸を生成し，食品工業や
化粧品工業などで応用されている。
乳酸を重合したポリ乳酸は生分解性プラスチックと
して近年注目されている。

1．2 乳酸の嫌気処理
乳酸は嫌気性処理においても重要な中間代謝物であ
り，酢酸，プロピオン酸，蟻酸，水素を分解経路とす
る1）。プロピオン酸から酢酸への酸化反応は自由エネ
ルギーの観点から進行しにくいが，生成される水素を
水素資化性メタン発酵菌によりメタンへと分解し，水
素分圧が下がることでプロピオン酸の分解反応は進行
する2）。乳酸を対象としたメタン発酵処理に関しての
知見は多くはない。
生ゴミを原料とした 2相式の嫌気性処理プロセスに
馴致後，グルコースもしくは乳酸を基質として供給す
ると乳酸を供給した系列では流入の乳酸負荷に応じて
処理水のプロピオン酸濃度の増加が確認された3）。培
養装置において水素，窒素，二酸化炭素の比率を変え
て乳酸の分解経路を確認したところ，1：2 の比率で
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概 要
嫌気性処理において乳酸はグラニュール汚泥の維持に課題があるとされ，分解経路の知見も多く

はない。そこで人工廃水を用いた撹拌方式の異なる担体投入型反応槽により連続試験を実施した。
CODCr 容積負荷 21 kg/（m3・d）において，機械撹拌式では立ち上げから 183 日後に CODCr 除去率
は 60%，ガス撹拌式では立ち上げから 50 日後に CODCr 除去率は 80% と，ガス撹拌式の方が高い
CODCr 除去率を得られた。ガス撹拌式連続試験は槽内の撹拌や流動を最適化することで，早期の立
ち上げ，処理能力の向上に繋がったと推察する。
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酢酸とプロピオン酸の生成を確認した4）。IWAから
提唱されているADM1（Anaerobic Digestion Model 
No. 1）では，乳酸が組み込まれておらず，生ごみの
メタン発酵プロセスなどで導入が試みられている5）。
食品製造工場排水向けでは，グラニュール汚泥を用
いたUASB （Upflow Anaerobic Sludge Blanket） の導
入が進んでいるが，乳酸系排水に対しては，グラ
ニュール汚泥の維持に課題があるとされている6）。
本報では，乳酸を基質とした人工排水を対象とし，

担体を投入したメタン発酵連続試験を実施し，処理能
力と分解経路を確認した。試験結果および試験結果を
用いたADM1実施結果について報告する。

2．目 的

本試験の目的としては，乳酸を基質とした人工排水
を対象とし，微生物を保持するために担体を投入した
「機械撹拌式メタン発酵」および「ガス撹拌式メタン
発酵」の処理試験により，処理能力，分解経路，担体
汚泥付着，菌叢を確認した。

3．試験装置および試験方法

3．1 原水
試験原水は乳酸ナトリウム試薬を用いて，CODCr

が 5,000 mg/L 程度になるように調整した。栄養塩と
して窒素，リンの他に，鉄を中心とした微量元素を添
加した。










